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1.　はじめに

　その 4 では、構造設計事例を用いてフィリピンと日本の

構造部材断面の相違点などについて報告する。

図 1　基準階伏図　
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2.　建物概要

　構造設計事例は、参考文献 1) から抽出した事例 (RC 造

5 階建て共同住宅 ) を用いている。平面 24.0m × 24.0m、

階高 2.86m、最高高さ 14.5m となっている。

　以下に、基準階伏図 ( 図 1)、軸組図 ( 図 2)、柱梁リスト

( 図 3 ～ 5) を示す。フィリピンの構造設計事例は、フィリ

ピンの構造設計者がフィリピンの基準 3) に基づいて構造計

算を行い断面を作成したものである。日本の構造設計事例

は、上記参考文献の事例を修正して Ds 値が 0.3 に近い値

となるように柱・梁断面を小さくし、筆者らが日本の構造

計算ソフト ( ユニオンシステム SS3) を用いて構造計算し

たものである。

　なお、フィリピンの構造設計事例を日本の構造計算ソフ

トを用いて筆者らが再度構造計算し直した値と , 日本の構

造計算結果とを比較検討する。

図 2　軸組図　X2 通り　
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3.　日本とフィリピンの構造部材の比較検討

　日本とフィリピンの構造部材の相違点などについて比較検討

を行う。なお、日本もフィリピンも大梁GとBは同一断面で

3.3　柱梁断面

　表 1 に柱梁の断面寸法、断面積及び断面 2 次モーメント

を示す。フィリピンの断面は日本と比較して非常に小さ

い。フィリピンの柱の断面積は日本の 0.44倍、断面 2次モー

メントは 0.20 倍、梁の断面積は 0.75 倍、断面 2 次モーメ

ントは、0.55 倍となっている。フィリピンの基礎梁断面は

日本に比べて非常に小さい。

　鉄筋の材料強度は、日本 Fy=345[N/mm2]、フィリピン

414[MPa]、コンクリートの材料強度は、日本 Fc=24[N/
mm2]、フィリピン Fc=28[MPa] となっていてフィリピンの

ほうがやや高めとなっている。

階 日本 フィリピン

B×D[mm] 750×750 500×500

A[mm2] 562500(1.00) 250000(0.44)

I×104[mm4] 2636719(1.00) 520833(0.20)

B×D[mm] 400×700 350×600

A[mm2] 280000(1.00) 210000(0.75)

I×104[mm4] 1143333(1.00) 630000(0.55)

B×D[mm] 450×1800 350×600

A[mm2] 810000(1.00) 210000(0.26)

I×104[mm4] 21870000(1.00) 630000(0.29)

梁

柱 各階

R～2

F

表 1　柱・梁の断面積と断面 2 次モーメント

あり、柱C1~C4は同一断面であるが、配筋が少し異なっている。

3.1　建物重量

　全重量は、日本 38921.3[kN]、フィリピン 27655.6[kN]、
床面積当たりの重量は、日本 13.5[kN/m2]、フィリピン

9.6[kN/m2] となっていて、フィリピンの重量は日本の約 0.7
倍程度である。これは、フィリピンの柱・梁・床 ( 日本

21mm, フィリピン 15mm) の断面が日本よりも小さいため

である。ただし、基礎梁の重量は除く。

3.2　材料強度
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図 3　大梁断面リスト
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図 6　せん断補強筋比、鉄筋量 ( 左：柱、右：梁 ( 両端部 ))
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図 7　主筋比、鉄筋量 ( 上：柱、下：梁 ( 両端部 ))

4.　まとめ

　日本とフィリピンの構造部材の比較検討を行ったとこ

ろ、フィリピンの柱・梁断面は小さいが、鉄筋比は比較的

高いことが分かった。

3.4　せん断補強筋比

　図 6 に柱・梁のせん断補強筋比を示す。フィリピンの柱

のせん断補強筋比は 0.714％、日本は 0.339％～ 0.508％と

なっており、フィリピンのせん断補強筋比は日本の約 2 倍

となっている。フィリピンの梁のせん断補強筋比は0.409％
であり、日本は 0.282％～ 0.635％となっている。

3.5　主筋比と鉄筋量

　図 7 に柱・梁の主筋比と鉄筋量を示す。各階とも柱・梁

主筋比はほぼ同程度である。フィリピンの 1 階柱主筋比の

み非常に大きい。

　フィリピンの柱主筋の鉄筋量は日本と比較して 2~5 階

で 0.38 倍、1 階で 1.13 倍となっていて、2~5 階のフィリ

ピンの柱主筋量が少なく、1 階はフィリピン柱主筋量が多

い。

3.6　柱量

　図 8 に柱率 ( 所謂志賀マップ )2) を示す。1 階における日

本の柱量は 55.6cm2/m2 となっており、ほぼ 60cm2/m2 程度

となっている。フィリピンの柱量は 21.7cm2/m2 となって

おり、柱量が少ない。
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図 8　１階柱率 ( 志賀マップ )
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